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国
道
４
６
３
号
で
浦
和
方
面

に
向
い
、
坂
の
下
橋
交
差
点
を

左
折
す
る
と
所
沢
総
合
食
品
地

方
卸
売
市
場
協
力
会(

卸
売
市
場

内 

南
永
井)

が
見
え
て
き
ま
す
。 

卸
売
市
場
は
地
方
公
共
団
体

と
民
間
と
が
一
体
と
な
り
第
３

セ
ク
タ
方
式
で
運
営
さ
れ
、
県

西
部
地
区
の
拠
点
市
場
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
青
果
物
の

卸
売
業
者
と
仲
卸
業
者
お
よ
び

関
連
店
舗
が
あ
り
、
全
国
か
ら

青
果
物
、
関
連
商
品
が
一
ヵ
所
に

集
ま
る
24
時
間
の
市
場
で
す
。 

 
 

業
務
は
場
内
清
掃
で
古
澤
進

さ
ん
、
佐
藤
雄
二
さ
ん
、
永
田

敏
彦
さ
ん
、
新
藤
勇
さ
ん
、
宮

寺
雅
之
さ
ん
、
神
部
雅
行
さ

ん
、
木
川
一
丸
さ
ん
、
倉
橋
宏

明
さ
ん
の
会
員
８
名
が
１
日
２

交
代
（
６
時
〜
15

時
）
、
各
２

名
ペ
ア
で
週
５
日
就
業
し
て
い

ま
す
。 

早
朝
の
ト
イ
レ
掃
除
（
三
ヵ

所
）
か
ら
始
ま
り
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
ご
み
回
収
と
分
別
（
段

ボ
ー
ル
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・

生
ご
み
・
瓶
カ
ン
な
ど
）
、
場

内
清
掃
（
駐
車
場
三
ヵ
所
・
側

溝
・
緑

地
）
、
除

草
・
剪

定
、

コ
ン
テ
ナ
へ
の
廃
棄
物
処
理
な

ど
広
範
囲
で
多
岐
に
渡
り
、
終

了
後
は
清
掃
作
業
日
報
を
記
録

す
る
業
務
で
す
。 

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
場
内
清
掃

で
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
障

が
い
者
通
行
、
パ
レ
ッ
ト
崩
れ

な
ど
安
全
第
一
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
体

力
を
消
耗
す
る
の
で
熱
中
症
に

注
意
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
嬉

し
い
こ
と
は
業
者
さ
ん
か
ら

「
い
つ
も
き
れ
い
に
あ
り
が
と

う
！
」
と
い
わ
れ
る
と
感
激
と

の
こ
と
。
「
こ
の
職
場
を
紹
介

い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

す
」
と
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

当
協
力
会
の
上
田
千
津
子
さ

ん
は
「
皆
さ
ん
良
く

工
夫
さ

れ
、
早
朝
か
ら
頑
張
っ
て
頂
い

て
い
ま
す
」
と
の
有
難
い
お
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
屋
外
で

天
候
に
左
右
さ
れ
る
就
業
で
あ

る
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
皆
さ

ん
か
ら
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。 

 
 

（
文
・
永
野 

 

写
真
・
佐
久
間
） 
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令和５年度定時総会に121名が出席  

◆理事長挨拶  成田佳代子◆  

 

所沢市シルバー人材センターの令和５年度定時総会が６月28日（水）、所沢まちづくりセン

ター中央公民館ホールで開催されました。このたびは、３年ぶりに全会員の出席を呼びかけて

行われ、会員121名（委任状1,175名）が出席しました。 

開会にあたり、成田佳代子理事長から「インボイス制度導入」が迫っている厳しい環境のな

かで、「事務局体制の強化、理事会体制の強化、活動拠点の増強」の３つの課題をあげられ、

シルバーを「夢のある楽しい居場所」にとの挨拶がありました。総会には藤本市長、島田市議

会議長はじめ多数の来賓が出席し挨拶されました。 

議事は田口理事の議長で進められました。令和４年度事業報告及び収支補正予算、令和５年

度事業計画と収支予算の報告、つづいて決議事項として、令和４年度貸借対照表・正味財産増

減計算書及び財産目録、補欠理事８名選任の２議案が提出され、会員からの質問に対する事務

局長・理事長の応答があり、いずれも拍手で承認されました。 

新理事 

紹介 

「会員拡大」などシルバーが掲げている目標を

達成するには、組織としての基盤をより一層強め

ていくことが先決です。 

一つ目は、「事務局体制の強化」です。会員や

お客様にたいして、たゆまず奉仕する明るい健全

な事務局を目指します。 

二つ目は、「理事会体制の強化」です。2,100名

を超える会員の声がより反映されるよう理事の人

員を増やし、数々の課題への対応力、機動力を

アップさせます。 

三つ目は、「活動拠点の増強」です。現在、事

務所スペースおよび活動スペースが

十分ではないために、思うような事

業運営ができない状況です。各方

面のご協力をいただきながら検討

を始めます。 

シルバーがいつまでも元気で地域

に貢献できる「楽しい居場所」とな

るよう努めます。 理事 

森田勝治氏 

理事 

山下良雄氏 

理事 

吉田敏雄氏 

理事 

佐藤重松氏 

理事 

五十嵐保氏 

理事 

阪口俊治氏 

専務理事 

本橋則子氏 

理事 

藤原信悟氏 
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３月16日（水）小手指まちづくり事務所で新

入会員説明会が開催され、午前・午後併せ32名

が参加しました。二木次長よりセンターの概

要、入会条件、就業の内容、収入、職種、仕事

の探し方など詳しく説明されました。悠和会幹

事からはサークル紹介が行われました。その

後、入会の意向確認、写真撮影、保健師による

健康確認が行われ、30名の方が入会の希望があ

り、３月28日理事会承認後、４月６日の研修会

に出席しました。 

新入会員研修会が４月６日（木）午前・午後

併せて28名が出席し、小手指まちづくり事務所

で開催されました。今回の研修会は会員活動委

員会の進行で進められ、二木次長より会員登録

案内、就業日数・時間、就業形態（請負、派遣

など）、労働関係法令などシルバー人材セン

ターの案内ならびに履行確認書の紹介が的確に

説明されていました。 

その後、安全推進委員より安全就業の心得、

ハンドブックの紹介、および就業開拓創出員か

ら就業相談の説明がありまし

た。午前中は西新井支所から

研修会では初めての植木職・

除草職の紹介がありました。 

（取材・永野） 

新入会員説明会日程は

「つどいの樹 センター事

務局より」に案内してい

ます。 新入会員説明会風景 入会意向の確認 保健師による健康確認 

新入会員研修会風景 安全就業の説明 就業相談の説明 

 
令和５年度～令和６年度 安全標語が決定、定時総会で表彰 

 令和５年度～６年度の安全標語を安全推進委員会において募集したところ17名33作品の応募

をいただきました。優秀賞、佳作は次の２作品に決まりました。 

 

優秀賞  『気をつけよう 慣れの作業に 出る油断』 関 保夫  (吾妻地区) 

佳作   『安全は 無理せず 焦らず 争わず』   木村 正彦（並木地区） 

入選作品はセンターや西新井支所に掲示し、会員の安全意識高揚につなげてまいります。 

応募いただきましたみなさんにお礼申し上げます。        （安全推進委員会） 

新入会員説明会 な ら び に 研修会 を 定期的 に 開催！ 

《新入会員説明会》 

《新入会員研修会》 

顧
問 

 
藤
本
正
人(

所
沢
市
長
） 

理
事
長 

成
田
佳
代
子 

副
理
事
長 

檀
原
賢
吉 

専
務
理
事 

本
橋
則
子
（
新
任
） 

理
事 

 
 

大
内
雅
子 

理
事 

 
 

狩
野
啓
子 

理
事 

 
 

小
島
重
寿 

理
事 

 
 

杉
渕
洋
幸 

理
事 

 
 

田
口
元
也 

理
事 

 
 

渡
邉
悦
子 

理
事 

 
 

五
十
嵐
保
（
新
任
） 

理
事 

 
 

阪
口
俊
治
（
新
任
） 

理
事 

 
 

佐
藤
重
松
（
新
任
） 

理
事 

 
 

藤
原
信
悟
（
新
任
） 

理
事 

 
 

森
田
勝
治
（
新
任
） 

理
事 

 
 

山
下
良
雄
（
新
任
） 

理
事 

 
 

吉
田
敏
雄
（
新
任
） 

理
事 

 
 

美
甘
寿
規 

 
 

 
 

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
） 

理
事 

 
 

森
田
純
子 

 
 

 
 

 

（
商
工
会
議
所
） 

 

監
事 

 
 

戎 

裕
可 

監
事 

 
 

山
本
倫
男 

令
和
５
年
度 

 
 

 

役
員
紹
介 
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各地区で続々開催！ 
(地区活動) 

  １
月
末
予
定
の
地
区
懇
談
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
も
収
束
傾
向
に
思
わ
れ
た
が
、

地
区
長
の
体
調
不
良
に
よ
り
延
期
。
３

月
１
日(

水)

に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ

や
ま
が
お
か
荘
に
て
３
年
振
り
に
漸
く

開
催
さ
れ
た
。
８
名
の
初
参
加
も
含
め

地
区
会
員
27
名
の
参
加
。 

第
一
部
は
、
井
本
地
区
長
挨
拶
。
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
成
田
理
事
長
、
田
中
事

務
局
長
、
二
木
次
長
に
来
て
頂
き
、
現

状
・
状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。 

第
二
部
は
懇
親
会
。
自
己
紹
介
で
は
、

多
彩
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
方
が
多

く
、
こ
の
パ
ワ
ー
を
就
業
に
生
か
せ
な

い
か
と
感
じ
た
。 

ま
た
、
営
農
に
就
業
の
５
名
の
参
加

者
か
ら
は
、
農
業
の
大
変
さ
や
作
物
の

生
育
の
喜
び
、
居
場
所
が
あ
る
こ
と
の

有
難
さ
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
地
区
長
の

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
と
、
盛
り
上
が
り

の
ビ
ン
ゴ
大
会
で

お
開
き
と
な
る
。 

当
地
区
会
員
の

一
人
と
し
て
「
顔

と
顔
が
見
え
る
場

を
作
る
こ
と
の
必

要
性
」
を
感
じ
た
。 

（
取
材
・
竹
内
）  

三
ケ
島 

発 

  ３
月

12

日
（
日
）
午
前

10

時

か
ら
、
柳
瀬
公
民
館
に
お
い
て
柳

瀬
地
区
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
30
名

の
参
加
で
し
た
。
成
田
理
事
長
、

小
島
適
正
就
業
・
就
業
開
拓
委
員

会
担
当
理
事
・
二
木
次
長
が
出

席
、
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
説
明
し

ま
し
た
。 

自
己
紹
介
で
は
、
田
口
治
地
区

長
を
始
め
参
加
者
全
員
が
セ
ン

タ
ー
と
の
関
わ
り
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
柳
瀬
地
区
は
就
労
率
70
％

と
貢
献
度
も
高
く
、
広
報
紙
の
配

柳
瀬 

発 
  

３
月
14
日
（
火
）
、
老
人
憩
の
家
と

こ
ろ
荘
で
「
所
沢
地
区
懇
談
会
」
を
開

催
。
セ
ン
タ
ー
と
所
沢
地
区
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
深
化
が
目
的
。
成

田
理
事
長
他
全
16
名
が
出
席
。
成
田
理

事
長
の
挨
拶
後
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、

会
員
減
少
や
仕
事
減
少
改
善
の
話
が
あ

り
、
田
中
事
務
局
長
か
ら
、
就
業
「
安

全
心
得
10
箇
条
」
等
の
報
告
。
村
松
地

区
長
か
ら
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
配

分
金
ア
ッ
プ
や
仕
事
紹
介
の
要
望
が
多

い
と
の
報
告
。
配
分
金
ア
ッ
プ
や
多
様

な
職
種
を
幅
広
く
紹
介
し
て
ほ
し
い
、

仕
事
申
込
後
の
返
信

が
遅
い
等
の
意
見
や

要
望
も
。 

「
ち
ょ
こ
っ
と
仕

事
」
の
協
力
体
制
や

植
木
職
の
事
故
防
止

案
が
セ
ン
タ
ー
に
提

出
さ
れ
た
。
要
望
等

に
対
す
る
対
応
の
説

明
が
セ
ン
タ
ー
か
ら

あ
っ
た
。 

こ
う
し
た
懇
談
会
が
セ
ン
タ
ー
の
人

と
仕
事
を
繋
ぐ
地
域
密
着
型
の
機
能
を

よ
り
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。 

 
(

取
材
・
入
江)  

所
沢 

発 

布
者
は
30
名

も
い
る
と
の

こ
と
。 

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、

フ
レ
イ
ル
予

防

サ

ポ

ー

タ
ー
の
山
藤
さ
ん
、
濱
田
さ
ん

に
よ
る
健
康
体
操
、
富
川
さ
ん

(

柳
瀬
郷
土
史
研
究
会
）
の
「
柳

瀬
の
歴
史
」
の
講
演
。
質
疑
で

は
、
①
理
事
退
任
と
補
充
に
つ

い
て
、
②
定
時
総
会
の
あ
り
方

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
わ

る
問
題
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
 
 

（
取
材
・
田
口
） 

新
所
沢 

発 

ど
の
子
供
達
が
中
心
と
な
り
、

約
10
曲
を
演
奏
。
会
場
か
ら
は

多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
和
太
鼓
は
昔
か
ら
の
日
本

伝
統
の
文
化
で
す
。
こ
の
演
奏

で
心
を
洗
わ
れ
た
方
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

後
の
お
楽

し
み
抽
選
会
も
終

了
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
ま
ま
、
太

鼓
の
余
韻
を
感
じ

な
が
ら
「
懇
談
・

懇
親
会
」
は
終
わ

り
ま
し
た
。 

（
文
・
強
矢 

 

写
真
・
田
中
）  

柳瀬 

三ケ島 

新所沢 

所沢 

２
月

19

日
（
日
）
、
愛

宕
の
杜
ふ
れ
あ
い
館
で
久

し
振
り
に
開
催
。
日
曜
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
会
員
29

名

の

出

席
。
成

田

理

事

長
、
田
中
事
務
局
長
、
二

木
次
長
に
出
席
頂
き
、
理

事
長
か
ら
は
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
課
題
、
事
務
局
か

ら
は
安
全
対
策
、
当
地
区

の
就
業
率
な
ど
の
説
明
が

あ

り

ま

し

た
。
圧

巻

は

「
子
供
太
鼓
」
、
10

名
ほ
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２
月
21
日(

火)

・
22
日
（
水
）
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
老
人
憩
の
家
さ

く
ら
荘
に
て
表
具
職
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
は
「
障
子
張
替
え
」
、

２
日
目
は
「
網
戸
張
替
え
」
で
、
そ
の

講
師
が
戸
谷
さ
ん
で
し
た
。
講
習
会
で

は

15

人
の
受
講
者
が
刷
毛
や
ロ
ー

ラ
ー
を
動
か
し
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
受
講
終
了
時
、
張
り
終
え

た
障
子
や
網
戸
を
な
が
め
て
い
る
受
講

者
を
、
戸
谷
さ
ん
は
目
を
細
め
満
足
げ

に
見
て
い
ま
し
た
。 

        

戸
谷
さ
ん
は
、
現
役
を
退
職
し
て
か

ら
独
学
で
技
を
磨
き
表
具
職
・
経
師
職

と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
綺
麗
に
で
き
た
製
品
で
も
、

製
作
者
の
心
が
正
し
く
な
け
れ
ば
、
そ

の
製
品
は
人
の
心
を
引
き
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
の
信
念
で
作
業
を
し

て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
こ
の
講
習
か

ら
後
継
者
が
出
て
ほ
し
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

（
取
材
・
田
口
）  

表具職・経師職として活躍の戸谷(とや)育夫さん（中新井） 

春
ら
し
い
陽
気
の
３
月
15
日
（
水
）

午
前
10
時
か
ら
、
老
人
憩
の
家
と
め
の

里
に
て
並
木
地
区
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
脇
田
進
地
区
長
の
力
の
こ
も
っ
た

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
成
田
理
事
長
、
二

木
次
長
、
悠
和
会
会
長
代
理
の
黒
田
氏
の

挨
拶
に
つ
づ
い
て
12
班
の
班
長
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
並
木
地
区
は
市
内
で
は

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
区
だ
け

に
、
80
歳
過
ぎ
た
が
、
も
う
少
し
班
長

を
や
っ
て
み
る
と
い
う
方
が
数
人
お
ら
れ

ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
、
①
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導

入
で
配
分
金
は
減
る
の
か
、
②
就
業
事
故

並
木 

発 

  桜
の
満
開
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ

花

吹

雪

が

飛

ぶ

３

月

30

日

（
木
）
、
11
時
30
分
か
ら
美
原

町
会
館
に
て
新
所
沢
東
地
区
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

花
見
シ
ー
ズ
ン
で
の
「
懇
親
会
」

と
あ
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
弁

当
や
お
つ
ま
み
の
他
に
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
物
も
あ
り
、
コ

ロ
ナ
の
終
息
に
向
か
っ
て
一
歩

踏
み
出
し
た
よ
う
な
華
や
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 

参
加
者
は
田
中
隆
男
地
区
長

を
始
め
24
名
で
、
地
区
出
身
の

成
田
理
事
長
や
山
本
監
事
ほ
か

に
往
年
の
シ

ル
バ
ー
役
員

な
ど
そ
う
そ

う
た
る
顔
ぶ

れ
が
見
ら
れ
、

懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
途
中
か
ら
カ
ラ
オ

ケ
の
マ
イ
ク
を
持
ち
、
自
慢
の

の
ど
を
披
露
す
る
方
も
出
て

高
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し

た
。
（
地
区
懇
談
会
は
、
昨
年

12
月
に
開
催
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
） 

（
取
材
・
田
口
） 

地区懇談会 

新
所
沢
東 

発 
 
 

小
手
指 

発 

４
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時

か
ら
小
手
指
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
（
学
習
室
４
号
）
で
成
田

理
事
長
就
任
以
来
、
11
地
区

後
の
「
小
手
指
地
区
懇
談
会
」

が
班
長
会
議
の
あ
と
開
催
さ
れ

た
。 成

田
理
事
長
、
小
島
適
正
就

業
・
就
業
開
拓
委
員
長
、
本
橋

事
務
局
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
二
木
次
長
よ
り
令
和
４
年

度
就
業
率
、
入
退
会
に
つ
い
て

全
体
と
小
手
指
地
区
の
比
較
が

紹
介
さ
れ
た
。 

古
賀
地
区
長
か
ら
は
中
期
基

本
計
画
学
習
会
、
ス
マ
ホ
＆
パ

ソ
コ
ン
相
談
会
、
小
手
指
地
区

通
信
の
発
行
な
ど
、
独
自
活
動

が
説
明
さ
れ
た
。
「
セ
ン
タ
ー

へ
の
質
問
、
要
望
、
意
見
」
の

資
料
を
も
と
に
班
長
か
ら
の
質

問
形
式
で
進
め
ら
れ
、 

具
体
的
に
指 

摘
し
た
こ
と 

を
熱
心
に
訊 

い
て
い
た
。 

本
橋
事
務 

局
長
の
結
び 

で
閉
会
と
な 

っ
た
。 

（
取
材
・
永
野
） 

に
労
災
は
適

用
す
る
の
か

③
請
負
と
派

遣
の
違
い
、

④
配
分
金
と

低
賃
金
の

か
か
わ
り
、

⑤
自
転
車
運

転
時
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
の
補
助
は
あ
る
か
、

な
ど
多
様
な
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。 出

席
者
は
全
体
で
34

名
で
し

た
。 

 
 
 
 
(

取
材
・
田
口) 

新所沢東 

並木 

小手指 
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植木職全体会議 初めて開催 
３月15日（水）午前10時から新所沢コミュ

ニティセンター（大会議室）で「植木班全体

会議」が初めて開催されました。39名の植木

職会員が参加し、檀原副理事長、杉渕安全推

進委員長の挨拶で始まりました。事務局員の

池田主任から「就業の手引き」の詳しい説明

が行われました。 

昨年10月から班長会議が中心となり「さわ

やか対応マニュアル（平成27年４月作成）」

の手直し作業が行われ、「安全はすべてに優

先する」を基本に「植木職の就業」「技量審

査・昇級」「配分金」「お客様対応」など全

面改訂し、「就業の手引き」として策定され

ました。 

参加者も日頃疑問に思っていることを積極

的に質問し、熱心に

訊いていました。松

崎班長の締めの挨拶

で散会となり、会員

相互の交流も含め有

意義な会議でした。 

（取材・永野） 

 
 
シリーズ 

山南秀男さんは、シルバー人材センターの

紹介で、所沢市生涯学習推進センターで就業

している。外資系企業での勤務が長く、

英語・中国語・スペイン語が堪能。写

真撮影が趣味で草花や樹々の様々な

表情を活写。それは自然に対する敬

愛であり山南さんの優しさだ。 

撮影した一つひとつの植物には、場

所、日時、学名やその由来などが記さ

れ、まるで植物図鑑の一ページを見ているよ

う。県内の様々な場所で四季折々の自

然を撮影。30ページ程度の写真集を自

作し希望する方には無料で進呈してい

るとのこと。今まで苦労をかけた奥様

への感謝の気持ちから二人でドライブ

に出かけ写真撮影もしながら人生を謳

歌。同じ被写体でも時間が違えば全く

違った表情をする写真には興味が尽き

ないと語る。 

生涯学習推進センターにも豊かな自然環境

があり、仕事と趣味を両立させながら、の

びのびと元気な日々を送っている山南さ

んの人柄は周りの人々も元気にする。 

 所沢市シルバー人材センターは、誰も

がよりよく生きるために、就業やサーク

ル活動を支援。山南さんも、写真撮影に

興味ある方がいれば是非一緒に、と。 

皆さん、ご一緒にいかがですか。 

   (取材・入江) 

草花や樹々の息遣いを写真に 山南(やまなん)さんに聞く 

フレイル予防の体験と脳の健康講座 

４月 24日（月）、松井公民館

ホールを会場に、所沢市シル

バー人材センター主催で「フレイ

ル予防の体験と脳の健康講座」

が開催されました。参加予定100

人を大幅に超える168人が市内

各地区から参加されました。 

オープニングは、シニアダン

スグループ「スマイルパイレー

ツ」の元気なダンスで景気づけ。

ついで埼玉県認知症ケア専門

士会会長の増川信行氏による

「脳の健康」講座、後半は「フレ

イル」の詳しい説明と、フレイル

予防のストレッチと体操、頭と身

体を同時に使ういろいろなゲー

ム、最後に「大笑い」で締めまし

た。学ぶところの多い、有意義

な講座でした。 （取材・佐久間） 
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№９ 

ク
イ
ズ
サ
ー
ク
ル 

 

茶
道
サ
ー
ク
ル 

 
 
 

茶
の
湯

（
江
戸
千
家
） 

代
表 

花
井 

宗
美 

筆
者 

小
暮 

弘
子 

サ
ー
ク
ル
代
表
の
北
出
さ
ん
は
若
い

こ
ろ
か
ら
ク
イ
ズ
好
き
で
、
昔
は
視
聴

者
参
加
型
の
ク
イ
ズ
番
組
に
数
多
く
出

場
し
、
た
く
さ
ん
の
賞
金
・
賞
品
を
獲

得
し
た
よ
う
で
す
。
80
歳
を
超
え
て
も

た
だ
の
じ
い
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
イ
ズ
に
対
す
る
情
熱
は
冷
め
ず
、
自

ら
ク
イ
ズ
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
は
去
年
の
夏
、
北
出
さ
ん

に
誘
わ
れ
、
初
め
て
こ
の
サ
ー
ク
ル
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
参
加
者
が

各
自
問
題
を
持
ち
寄
り
、
そ
の
問
題
に

み
ん
な
で
回
答
し
ま
す
。
回
答
の
み
の

参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
問
題
の
ジ
ャ

ン
ル
は
問
わ
ず
、
政
治
経
済
の
問
題
か

ら
、
な
ぞ
な
ぞ
ま
で
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
そ
の
日
の
成
績
優
秀
者
に
は
豪
華

（
？
）
景
品
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
参
加
者
が
少
な
い
で
す
が
、
こ

の
掲
載
を
機
に
参
加
者
を
増
や
し
、
盛

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次

回
の
開
催
は
９
月
９
日
（
土
）
で

す
。
飛
び
入
り
大
歓
迎
な
の
で
皆
様

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◎両サークルとも活動状況については 

 悠和会事務局に確認してください。 

 ☎０４・２９２８・８６９５ 

私
の
入
会
の
き
っ
か
け
は
、
見

学
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
若
い
頃
か
ら
は
五
十
年
余
り

を
経
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
懐

か
し
く
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。 

花
井
先
生
は
、
所
作
・
作
法
を

一
歩
か
ら
毎
月
繰
り
返
し
教
え
て

下
さ
い
ま
す
。 

ま
ず
準
備
か
ら
始
ま
り
、
掛
け

（文・竹内 写真・佐久間） 

代
表 

北
出 

政
功 

筆
者 

田
口 

 

治  

悠
和
会
総
会
で 

 
 

新
役
員
承
認 

令
和
５
年
６
月
28
日(

水)

、
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
で
の
所
沢
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
に
先

立
ち
、
悠
和
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

役
員
選
任
な
ど
３
議
案
を
拍
手
で

承
認
。
そ
の
後
、
互
選
で
会
長
に
轟

木
琢
磨
さ
ん
、
副
会
長
に
狩
野
啓
子

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 
 

◆ 

悠
和
会
役
員 

◆ 

会 

長 
 

轟
木 

琢
磨(

再
任) 

副
会
長 

 

狩
野 

啓
子(

再
任) 

常
任
幹
事 

本
橋 

則
子(

新
任) 

幹 

事 
 

青
木 

貢 
(

新
任) 

 

〃 
 
 

小
暮 

弘
子(

新
任) 

 

〃 
 
 

菅
原
美
佐
子(

新
任) 

 

〃 
 
 

中
島 

澄
子(

再
任) 

 

〃 
 
 

八
田 

道
士(

新
任) 

 
 

 

〃 
 
 

吉
岡 

正
行(

再
任) 

※活動日＝奇数月の第２土曜日 

     ９時半～11時半 

※場 所＝中央公民館 

※参加費＝１００円／１回 

軸
・
茶

花
・
お

点

前
の
流
れ
で
、
順

番
に
役
割
を
代
え

て
お
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。 

私
た
ち
も
年
齢
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
立
ち
上
が
る
時
手
を
つ

い
た
り
、
椅
子
を
借
り
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
流
れ
る
様
な
所
作

が
理
想
的
で
す
が
、
な
か
な
か
う

ま
く
行
き
ま
せ
ん
。
先
生
か
ら
は

所
作
の
教
え
と
共
に
〝
無
理
を
な

さ
ら
な
い
で
〟
の
声
か
け
に
励
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
ト
レ
に
も
良

い
様
で
す
。 

茶
の
湯
の
歴
史
を
学
び
な
が

ら
、
季
節
の
和
菓
子
、
そ
の
後
の

抹
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
は
至
福
の

時
を
感
じ
ま
す
。 

※活動日＝第３水曜日 午後１時～４時 

※場所＝彩翔亭（航空公園内） 

※参加費＝１０００円 入会金５００円 
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 健康一口メモ №61 

８月16日(水) 山口・吾妻地区 山口公民館 

９月20日(水） 柳瀬・松井地区 柳瀬公民館 

10月18日(水) 中央・冨岡地区 富岡公民館 

 

 ８月17日(木)   
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

 ９月21日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

10月19日(木) 
10時30分～12時00分 

14時30分～16時00分 

人の話が聞こえづらい難聴には年とともに

ゆっくり進む場合と急性（突発性・メニエー

ル・腫瘍・中耳炎他）のものがあります。急に聞こえにく

くなった場合はすぐ診察を受けてください。治るかどうか

は難聴の程度と発症後の時間が勝負です。 

少しずつ進む時はいつ受診しようか迷いますが、名前を

呼ばれても聞き取れない。後ろから声をかけられても気づ

かなかった。賑やかなところで会話が苦手。聞き返しが目

立つなどに気づいたら、耳鼻科で聴力検査をします。聴覚

細胞や聴神経が衰えて中等度の難聴になると、

治療は難しいので補聴器を勧められます。両耳

の聞こえの違いや言葉の聞き取り、不快レベル

の音量などの検査後、一人ひとりの聞こえに

合った補聴器を処方されます。補聴器の処方箋をもって認

定補聴器技能者のいる認定補聴器販売店に行きます。その

時、本人が満足するまで、長く試聴し何度も調整してもら

い、満足できない場合、返品・交換に応じることが補聴器

店選びのポイントです。 

最近のデジタル補聴器は以前よりよくなったものの、初

めは雑音（生活音）が気になります。入れ歯と同じで何度

も調整して聞き慣れていきます。あまり高齢になるとこの

慣れるのが難しく、音量の調整のために小さな器具をつま

むのも大変です。 

コロナ対策が緩和されました。地域や家庭で

孤立すると認知機能も低下するので、あまり受

診を先送りせずに自分に合った補聴器で会話を

楽しんでください。  （保健師・西村園子） 

 
 所沢シルバーの会員数 (令和５年５月31日現在） 

 ・総会員数＝2,176名 (男性＝1,476名） 

          （女性＝ 700名) 

 ・3月～5月の 入会者数＝ 107名 

          退会者数＝ 109名 

 ・賛助会員数＝企業(事業所)32法人 

聞こえてますか？ 

新型コロナの行動制限が緩和され、各地区の

懇談会も活発化。取材も多忙に。定時総会で信

任された専務理事及び理事の紹介を掲載。人・

技シリーズでは、活躍している就業の方をこれ

からも「シルバーを元気に! 街を元気に!」 

そんな広報紙を目指して、いきいきとした 

情報をお届けしてゆきます。 (入江) 
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※問合せ先  2928-8695(事務局) 

●田中義明事務局長が退職  

20年間にわたって事務局をけん引

してこられた田中義明事務局長が

3月30日付をもって退職されまし

た。長年にわたるご尽力とご指導

に厚く感謝いたします。 

●令和５年度事務局新体制  

事務局長   本橋 則子 

事務局次長   二木 洋祐 

総務係長   櫻井 美穂 

主  任    梶谷 暢子 

主  任    池田 壮吾 

主  事    町田 泰典 

参事（営農）   越阪部 孝夫 

所長(指定管理者4荘) 山崎 博幸 

●出張就業相談会日程13:00～14:30 

●新入会員説明会日程 


